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課題名 中山間地域における釜炒り茶の品質向上と新たな茶種への挑戦

所属名 宮崎県西臼杵農業改良普及センター

＜活動事例の要旨＞

西臼杵地域は、九州山脈の中央部に位置する中山間地域であり、全国のお茶の生産量

の１％しかない希少価値の高い「釜炒り茶（釜炒り製玉緑茶）」の産地となっている。

しかしながら、全国の茶価格の低迷と同様に釜炒り茶の価格も低迷してきており、茶

生産農家の経営改善支援のために、優良品種の導入や施肥改善、炒り葉温度のチェック、

中揉機の改善などの釜炒り茶の品質向上対策に取り組んだ結果、煎茶では一番茶平均価

格が低下する中で、釜炒り茶では１８％の価格向上に結びつけることができた。

また、二番茶、三番茶の高付加価値化による経営の安定を図るため、釜炒り茶以外の

新たな茶種生産のための普及活動に取り組んだ。試験研究や茶機械メーカーとの連携に

よる機械開発に取り組んだ結果、花のような甘い香りを有する「新香味茶」の開発につ

ながった。

このお茶は、香りがすばらしいと言うことで、日本茶アワード２０１４、２０１５の

香りのお茶部門で２年連続日本茶大賞特別賞を獲得するなどの評価を得ることができた。

また、この製法をモデル的に導入した農家では、最近３年間で収入が約２３％増加する

などの経営的な効果も見られている。

現在では５戸がこの製法による新しい茶種の製造に取り組んでおり、「新香味茶」は

当地域における新たな挑戦として本格的に動き始めた。

１ 普及活動の課題・目標

宮崎県西臼杵地域は、九州山脈を形成する山岳地帯の山懐にあって、高千穂町、日

之影町、五ヶ瀬町の３町からなり、平成２７年度に「高千穂郷椎葉山」として「世界

農業遺産」に認定された地域である。

地形はとても険しく、地域の茶園の標高は３００～８００ｍにあり、傾斜地茶園が

多く厳しい環境であるが、香りの高い良質のお茶が生産されている。

茶の生産者戸数は７７戸、栽培面積１００ ha、荒茶生産量１５０ t である。

生産されているお茶は、煎茶などと同じ緑茶の一種であるが、鉄の釜で茶の葉を炒

って製造する「釜炒り茶」であり、香ば

しい香りとすっきりとした味で飲みやす

いという特徴がある茶種である。

しかしながら、平成１５年度以降、一

番茶、二番茶、三番茶全ての価格が低下

して（図１）、経営的にも厳しい状況とな

った。このため、経営の安定を目指して

「釜炒り茶の品質向上対策と販売促進」

及び二番茶、三番茶を活用した「新たな

茶種生産」に取り組んだ。 図１ 釜炒り茶の価格の推移

（１）釜炒り茶の一番茶の品質向上対策（単価の向上）

お茶の相場が悪化してきたことから、品質向上を図るため、基本に戻って栽培技

術と加工技術の改善に取り組んだ。

具体的には、優良品種の導入、土壌診断に基づく施肥の実施、炒り葉温度のチェ

ック等を総合的に実施し、釜炒り茶の品質向上による荒茶単価の向上に取り組んだ。
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また、全国茶品評会での上位入賞を目指した取組を展開するとともに、消費地で

のＰＲ活動に取り組んだ。

さらに消費者ニーズに対応した有機ＪＡＳ取得の推進に取り組んだ。

（２）二、三番茶の収益向上対策

二番茶、三番茶に付加価値をつけて粗収益を確保するため、これまでも紅茶の生

産に取り組んできたが、消費者ニーズの把握の結果、烏龍茶や新香味茶などの新た

な茶種の製造へ取り組んだ。

２ 普及活動の内容

（１）釜炒り茶の一番茶の品質向上対策（単価の向上）

①優良品種の導入

釜炒り茶の品質向上を図るとともに、地域の栽培面積の７２％を占める「やぶき

た」の面積比率を減らすことにより、適期摘採や栽培管理等の労力分散を図るため、

普及センターでは、平成１８年から新品種の紹介や茶品種サンプルの試飲等を実施

し、生産者の品種導入の支援を実施した。

導入推進を図った主な優良品種は、早生品種では、うまみの優れる「さえみどり」、

クロロフィル含有量の高い「さきみどり」、晩生品種では、釜炒り茶用品種の「み

ねかおり」、病害虫抵抗性品種で花の香りの高い「みなみさやか」で、茶の摘採や

栽培管理等の労力分散と同時に、高品質な茶の生産に取り組んだ。

②茶園管理と製茶技術の向上支援

栽培管理面では、土壌診断による施肥指導については、肥効を高めるため、施肥

時期の指導や緩効性肥料を推進した。

加工面での指導では、製茶期前は各地域ごとに製茶機械の点検研修を実施し、製

茶期間中は重点的な農家や欠点茶を出している農家の指導を実施して、放射温度計

を活用した釜温度のチェックや中揉機の改善（揉み手の取り付けによる揉捻の強化）

等、調整方法及び製茶方法の改善支援を行った。

実施にあたっては、地域内での栽培講習会や加工研修会、巡回指導とともに「釜

炒り茶通信」を活用して、指導内容が円滑に実施されるよう支援した。

③販売促進

販売体制強化に向けた取り組みとし

て、女性を対象に、釜炒り茶の認知度

向上や消費者ニーズの把握を目的とし

たグループインタビューを実施した。

生産者は、茶のパッケージに対する

意見や飲茶シーンに対する意見など、

釜炒り茶に対する消費者の持つイメー

ジを調査した。また、釜炒り茶産地の

知名度向上の一環として、全国茶品評

会上位入賞を目標に茶園管理や摘採、

製造支援を行った。

さらに、有機農業推進対策として、 写真１ グループインタビューの様子

病害虫抵抗性品種「みなみさやか」の導入支援にも取り組んだ。
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（２）二、三番茶の収益向上対策

①烏龍茶のモデル的生産組織の育成

新たな茶種生産を推進するため、若

手生産者に呼びかけ、烏龍茶の勉強会

や当地域オリジナル茶の開発に向けた

検討会を実施した。

その結果、茶の製造法が釜炒り茶と

同様に「釜で炒る」という共通点を活

かして烏龍茶生産に取り組むため、平

成２１年に若手生産者を中心に「西臼

杵地区烏龍茶研究会（７戸）」を立ち上

げた（写真２）。

写真２ 烏龍茶研究会による商品コンセプトの検討の様子

②製造方法を構築するための支援活動

「西臼杵地区烏龍茶研究会」を中心に烏龍茶の製造に取り組んだが、試行錯誤の

中での取組のため、当初は烏龍茶の品質がなかなか安定しなかった。そこで、中国

茶の専門講師を招聘し、烏龍茶の製造

技術の研修を行い、技術向上の支援を

展開した（写真３）。

その結果、烏龍茶の重要工程である

「萎凋」と「焙煎」について、生産者

が製法のポイントを修得でき、２種類

のタイプ（発酵系、花香系）の製茶方

法のマニュアルの作成につながった。

また、品種ごとにサンプルを製造し、

どの品種が烏龍茶に合うのかを検討し

た。

写真３ 研修会の様子

③烏龍茶のマーケティング支援

烏龍茶の商品化を目的に消費者のニーズに答えるためのコンセプトシート作りを

支援し、消費者を招いてグループインタビューを実施した。また、試作した烏龍茶

を用いて、各種イベントでの試飲

や販売における消費者へのアンケ

ート調査支援も行った。試飲結果

では、生産者と消費者では真逆の

評価が出されるなど、その後の販

売促進などに大変参考となった。

その結果を踏まえて、烏龍茶シ

ーズと消費者ニーズについて検討

し、タイプが異なる３種類の烏龍 図２ 烏龍茶商品のコンセプトシート

茶についてターゲットを定めた商品コンセプトを整備し戦略的なマーケティング活

動を支援した（図２）。
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④西臼杵型オリジナル茶の開発と安定生産技術の確立支援

烏龍茶製造の工程の一つである「萎凋」の工程が、手作業で十数時間に及ぶこと

から、萎凋工程の省力化と品質の安定化を図る必要があった。

そこで、宮崎県総合農業試験場茶業支場と茶の機械メーカーに対して萎調工程の

課題を解決するための機械の開発を要請した。

その後、平成２６年度から２７年度

にかけて、農林水産省の「攻めの農林

水産業の実現に向けた革新的技術緊急

展開事業」に普及センターとしても参

画し、茶業支場と機械メーカーが開発

した「ドラム式萎凋機」の現地実証を

支援し、当地域オリジナル茶（新香味

茶）の生産技術の確立と機械の普及を

図った（写真４）。 写真４ ドラム式萎凋機

３ 普及活動の成果

（１）釜炒り茶の品質向上対策及び販売促進

優良品種の導入を推進した結果、永

年作物であることから急激な品種構成

の変化には至らなかったものの、早生

品種では１．２ ha、晩生品種では２．

５ ha 増加した。この結果「やぶきた」

比率は７２％から６４％へと低下した。

優良品種の導入により、特徴のある

釜炒り茶の生産されるとともに、「やぶ

きた」の比率が下がることによって、

摘採・製茶等の作業が分散化が図られ

るようになった（図３）。 図３ 茶品種構成の変化

また、製茶機械における中揉機の改善に取り組んだ結果、揉み手が標準装備される

ようになり、管内全体で導入され、荒茶品質の向上へとつながった。

これらの取り組みの結果、釜炒り茶

の一番茶価格は、平成２１～２３年の

平均で、１，５１３円であったものが、

平成２６～２８年の平均では、１，７

８５円と１８％向上した（図４）。

また、平成２６年度、２７年度、２

８年度）の全国茶品評会釜炒り茶部門

において、農林水産大臣賞の生産者を

３年連続で輩出するなど、釜炒り茶製

造技術は全国トップレベルの産地となった。 図４ 一番茶価格の推移（部会）

一方、安全・安心な農産物を求める消費者ニーズに応えるため、有機ＪＡＳへの

取り組みを推進した結果、有機ＪＡＳ取り組み農家が４戸となり、栽培面積も２８ ha
となった。
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（２）新たな茶種生産による経営の安定化

ドラム式萎凋機の開発により、これ

まで手作業による十数時間に及ぶ攪拌

作業を自動化、無人化することで、省

力化が可能となり、生産能力が大幅に

向上した。

新香味茶の試作品の品質検討会やア

ンケート調査の結果を分析し、当地域

に普及している「みなみさやか」、「べ

にふうき」、「たかちほ」の品種が新香

味茶への適正が高いことが明らかとな

った（写真５）。

写真５ 新香味茶の品質検討会

導入したドラム式萎凋機で、平成２６年に試験的に製造した「みなみさやか」が、

日本茶アワード２０１５、２０１６で日本茶大賞特別賞（香りのお茶部門）を続け

て受賞するなど、高い評価を受けるこ

とができた。

ドラム式萎凋機をモデル的に導入し

たＡ氏は、「新香味茶」の製造により、

二，三番茶が高単価で取り引きされ、

また、取引量も拡大した。

このため、平成２６年度に比べ、新

香味茶の製造２年目で、粗収益が約２

３％向上した（図５）。

このような成果が得られたことから、

「ドラム式萎凋機」を導入する生産者

が増え、生産者５戸（７台）に普及し

ている。

図５ 萎凋機導入後のＡ氏の収入の推移

※Ｈ２６を１００とした場合

４ 今後の普及活動に向けて

少子高齢化の急速な進展に伴う担い手の減少や人口流出による人口減少が著しい中山

間地域において、営農意欲の減退、生産力や集落機能の低下が危惧されている。それら

を防ぐために安定した基幹産業の維持・発展が必須であり、当地域の基幹産業の一つで

ある茶の産地維持・発展に取り組んできた。

普及センターでは、引き続き「釜炒り茶」の品質の向上、販売促進を目標に、茶の仕

上げ行程の火入れ技術の向上や手炒り実演会、試飲・販売等のＰＲ活動の支援を関係機

関と連携し、取り組んでいく。「新香味茶」については、品質・生産量の安定化に向け

た研修会の開催や製造方法のマニュアルの検証、更なるドラム式萎凋機の普及について

関係機関と連携して一体的に支援し、当地域の茶産地発展を目指す。さらに、世界農業

遺産として認定された当地域の伝統的な山間地農業や美しい景観、伝統文化を最大限に

活かしながら、産地の維持・発展に取り組んでいきたい。

（執筆者 伊藤 翔）


